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本書の初版が発刊されたのは

1986年である．筆者は初版以降，

改訂のたびに本書を買い替えてお

り，もう20年以上も愛読してい

ることになる．当時まだ研修医

だった筆者にとって，図が多くコ

ンパクトに腰痛を解説した本書

は，非常に魅力的だった．初版か

ら4版は，各項目が基本的に見開

き2ページ(左が図，右に解説文)

にまとまっており，日常の腰痛診

療で疑問に思うこと，より詳しく

知りたいことに明解に答えてくれ

た．筆者の患者への説明(ムンテ

ラ)は，ほとんど本書の内容を基

にしていた．したがって，川上俊

文先生は，筆者にとっての腰痛診

療の先生であるといっても過言で

はない．

今回の改訂で，本書は思い切っ

たバージョン・アップを遂げてい

る．筆者が気に入っていた見開き

2ページの形式が廃止されたのは

やや残念だが，図と写真が多用さ

れている特長は変わらないし，2

色刷りで読みやすく工夫されてい

る．そして，何より内容がより広

範かつ多角的なものとなりボ

リュームも大幅にアップしてい

る．もはや，これまでの一般向け

の解説書というイメージはなく，

腰痛に関する立派な「成書」であ

るといってよい．疼痛の神経学

的・薬理学的メカニズムから脊柱

のカイネティクスまで，最新の知

見が取り入れられており，川上先

生のup-to-dateな文献・情報の

収集力，分析力には感服する．し

かし，初版以来貫かれてきた，語

りかけるような平易な記述は健在

である．布団の硬さからタバコや

性生活の可否に至るまで，外来で

患者から訊かれて答えに窮するよ

うな質問も，Q＆A形式にして随

所にまとめて掲載されている．こ

のような，どの教科書を捲っても

書いていないことこそ，実は患者

や一般臨床医が知りたいことなの

である．

本書のもう一つの特長は，川上

先生ご自身が実際に行われた臨床

研究のデータや，さらには先生ご

自身が経験された数度の腰痛体験

が随所に提示されていることであ

る．すなわち，本書は実際の臨床

で先生が獲得されたエビデンスに

基づく「生きた」知見・情報に満

ちており，従来の紋切り型の記述

や定説の復唱にとどまる教科書の

対極にあるものだといえる．エビ

デンスといえば，欧米の腰痛ガイ

ドラインが思い浮かぶが，先生は

それらをそのまま受け入れるので

はなく，ご自身の臨床経験に照ら

し合わせ，日本の現状により適合

した治療体系を提唱しておられ

る．

このたびの，装いも内容もグ

レードアップした『図解 腰痛学

級 第5版』は，まさに川上先生

の腰痛診療・研究の集大成といえ

るものである．本書は，一見する

と患者・一般向け実用書ともとれ

るが，実際には，医師が患者に腰

痛を説明するため，いやむしろ医

師自身が腰痛を理解するための本

である．もちろん腰痛治療にかか

わるコメディカル・スタッフに

とっても大いに役立つだろう．本

書は，これから腰痛を勉強しよう

としている研修医には「入門書」

として，日常の腰痛診療で壁にぶ

つかった専門医には「手引書」と

して，そしてすべての人にとって

面白く読める腰痛の「読み物」と

して，迷わず推薦できる一冊であ

る．
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